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研究成果の概要（和文）：インド洋海域のネットワークをオマーン移民の視点から解明することを目的とし、この3年
間でオマーンの首都マスカットを中心に海外調査5回を実施し、オマーンと東アフリカのあいだを移動していた人々や
その末裔にインタビュー調査を実施するかたわら、アラビア語資料の収集に努めた。それらの分析をもとに国内外で積
極的に学会発表をし、日本語、英語双方で論文執筆をおこなった。インド洋西域における交易の主要な担い手であった
オマーン移民のネットワークの歴史的展開と現状の一側面があきらかになったと考える。

研究成果の概要（英文）：I have conducted fieldwork five times mainly in Muscat, the capital city of Oman 
during the last three years in order to clarify the Omani network in the Indian Ocean. I interviewed 
Omani migrants between Oman and East Africa and collected Arabic documents concerning historical 
relationship between the two regions. Based on analysis of both interview data and documents, I actively 
presented my research results at both domestic and international conferences and wrote paper in both 
Japanese and English.

研究分野：文化人類学、中東地域研究
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１．研究開始当初の背景 

（１）インド、アラビア半島および東アフ
リカ沿岸部の地域間には、インド洋を舞台
として 2000 年以上にわたる、人、モノ、情
報の移動がみられ、海上交易による一大ネ
ットワークが発達していた。インド洋交易
研究は歴史学を中心に蓄積がある一方［e.g. 

Bhacker, M. R. 1992 Trade and Empire in 
Muscat and Zanzibar: Roots of British 
Domination. Routledge］、人類学的研究は極
端に少なく、オマーン移民に関する人類学
的研究は申請者による業績をのぞくとごく
わずかであった。申請者はこれまでオマー
ン移民の中でもとくにオマーンへ帰還した
人びとを主要な対象として、アラブ性とア
フリカ性をキーワードに彼らのエスニッ
ク・アイデンティティを考察し、その成果
は単行著として 2010 年に刊行した（『帰還
移民の人類学――アフリカ系オマーン人の
エスニック・アイデンティティ』明石書店） 

 

（２）本研究が注目するオマーン移民は、
オマーン帝国の拡大に伴い、1830 年代以降
ザンジバル島をはじめとする東アフリカに
移住し、脱植民地化の過程の中で 1970 年以
降本国に帰還したり、そのまま東アフリカ
に残留した人びとで、図 1 の網掛け部分が
おもな移動範囲である。 

 東アフリカにおけるオマーン移民はこれ
まで西洋の歴史家からコロニスト、侵略者
として本質化した形で表象され、オマーン
移民が統治していたザンジバルは、アラブ
／スワヒリという「人種」に分化される社
会として描かれてきた［e.g. Coupland, R. 

1938 East Africa and Its Invaders. Oxford 

University Press］。だが、申請者は東アフリ
カ出身のオマーン人との聞き取りを重ねて
いるうちに、また近年オマーンで出版され
ているザンジバルの歴史書やアフリカ出身
者の自伝を読み進めていくうちに、こうし
た表象は現地民との良好な関係を強調して
いるオマーン移民側の言説とは内容を異に
しているのではないかと思うようになった。 

図 1 インド洋西域、オマーン帝国版図  
（網掛け部分） 

 

２．研究の目的 

 以上のような論点を受け、本研究では、
インド洋海域のネットワークをオマーン移
民の視点から解明することを目的としてい
る。申請者がこれまで従事してきた本国に
帰還したアフリカ系オマーン人を中心とし
た研究に、東アフリカのオマーン移民（19

世紀前半～現在）という新たな対象を加え
ることで、これまで等閑視されてきたオマ
ーン移民をインド洋海域ネットワークの中
に位置づけ、多角的視点から両地域間のネ
ットワーク理解を目指す。帰還後のみなら
ず数世代前のアフリカ時代も含めた通時的
考察や、アフリカ残留組との現在のネット
ワーク分析なしには、オマーン移民の全貌
を把握することはできないからである 

 

３．研究の方法 

 上記の目的から、本研究が扱う時代と地
域は 18 世紀に始まるオマーン統治期から、
1890～1963 年のイギリス植民地期にわた
るザンジバルおよび東アフリカ大陸部と、
現代のオマーンおよびアフリカとなる。本
研究では、ライフヒストリーや口承といっ
た民族誌的データに、史料批判を組み合わ
せた歴史人類学的方法から、オマーン統治
期、イギリス植民地期を通じて、民族や宗
教・宗派、国家という多元的境界に絡めら
れつつも、オマーン移民がさまざまな局面
でフレキシブルでグローバルなネットワー
クを作り出してきたことを明らかにし、オ
マーン移民からみたインド洋海域ネットワ
ークの新たな側面を解明したい。 

 

４．研究成果 

本研究の成果は以下の 2 点が挙げられる。 

 

（１）オマーン移民の帝国意識の解明 

  

 当初予定していたアフリカ調査が諸般の
事情により実現できなかったため、「現代オ
マーン人にとってザンジバルあるいはオマ
ーン帝国とは何だったのか」という問題に
取り組んだ。おもに 2 つのテーマに分かれ
る。 

 

①「オマーン帝国」が現代オマーンでどの
ように表象されているのかを、国定の社会
科教科書と指導教本の記述から分析を試み
た。なぜなら国家の歴史は社会科に含まれ
ており、公立私立を問わずすべての学校に
おいて統一の社会科教科書が使われている
ことから、オマーンにおいて教科書の権威
は高く、オマーン人の歴史認識に何らかの
影響力をもつと推測されるからである。 

 教科書では、オマーンの領土を最大化に
した君主サイードが英雄として描かれ、そ
の領土が「オマーン帝国」として説明され
ている。「オマーン帝国」という名称・概念

←ザンジバル 

←オマーン 

インド洋 



は、1970 年以降に普及した近代教育制度の
なかで創出され、定着していったものでは
ないかと申請者は思い至る。というのも、
政府は 1970 年に生まれた「オマーン人」が
共通して誇れるようなオマーン帝国という
過去の栄光を設定し、ナショナル・アイデ
ンティティの源泉のひとつとして普及させ
たかったからである。申請者は、政府が現
在でもメディアやアカデミックな場を通じ
てその概念を積極的に再生産していること
を明らかにした。 

 本研究の独創性は、これまで分析対象に
されてこなかった指導教本（教師のガイド
ブック）を分析の対象に含めた点である。 

本テーマについては、2014 年 5 月の日本中
東学会にて発表し［学会発表②］、英語論文
として投稿、『日本中東学会年報』に採択が
決定している［雑誌論文①］（2015 年夏刊
行予定）。 

 

②ここ数年活発化しているザンジバルに関
する歴史書や、アフリカ出身者による自伝
出版を受け、帝国内部を移動していたオマ
ーン人がオマーンによる東アフリカ統治を
どのように認識しているのかを、1990 年代
末に入る頃から出版されるようになった彼
らの自伝やザンジバルの歴史書、さらには
筆者がおこなったインタビュー資料から明
らかにすることを目的にした。 

 東アフリカ出身のオマーン人による出版
物や語りにみられる主張点は、 

 

1． オマーンとヨーロッパによる統治方法
の違い（オマーンはアフリカ現地からの要
請でアフリカ統治をしたという主張） 

2． オマーン統治によってザンジバルに繁
栄がもたらされたという考え方 

3． オマーン統治は植民地支配ではないの
で、ザンジバルはオマーンの植民地ではな
いという解釈 

4． オマーン統治時代におけるスワヒリと
の共存共栄、友好関係の強調 

 

 オマーンとザンジバルの関係は、植民者
／現地民あるいは支配（抑圧）／被支配（被
抑圧）のなかで理解されてはおらず、両者
は少なくともオマーン統治時代には友好関
係にあったこと、そしてザンジバルはオマ
ーン帝国の一部であったと認識されている
ことが明らかになった。 

 人類学では帝国が主要な研究主題とさ
れてこなかった。むしろ植民地研究として、
植民地主義を現地人の視点から考察する
スタンスがとられてきた。そこでは支配・
抑圧・中心／被支配・抵抗・周辺という二
項対立的図式が再考されたことは成果と
して評価できるが、これまで人類学が注目
してきたのはおもに被植民者であり、植民
者（支配者）が問題化されることはさほど
多くはなかった。 

 これに対し、本研究は人類学において焦
点を当てられてこなかった支配者層の視
点から、東アフリカの歴史を見返すことで、
人類学における帝国研究あるいは帝国史
研究に興味深い事例を提示できたと考え
る。支配者層でありながらもその地位は脆
弱で、支配と被支配の境界はかつ不安定で
あること、おもにヨーロッパの歴史家によ
って書かれたザンジバル史やオマーン移
民に対する支配者のイメージを払拭すべ
く文筆活動をするオマーン移民の姿が浮
き彫りとなった［雑誌論文②］。本テーマ
については、当時の所属先である東京外国
語大学アジア・アフリカ言語文化研究所内
の共同研究会などにおいても複数回発表
した。 

 

２）インド洋における移民との比較を通じ
たオマーン移民ネットワークの特質の解
明 

 

①湾岸アラブ諸国の人口約半分を占める
移民労働者とホスト社会との関係を、オマ
ーンにおける人類学的調査のデータから
明らかにすることを試みた。従来の研究で
は移民労働者と湾岸国民との断絶した関
係が指摘されていたが、申請者は移民側の
主体性に着目することで、ホスト社会との
交渉を明らかにした。受け入れ国の政府も
メイドの逃亡や移民の国籍取得を阻止す
べく法を改正する一方で、移民側も頻繁な
転職などで「抵抗」を試みており、両者の
交渉の様子が浮き彫りとなった。本調査の
結果については、2014 年 12 月マレーシア
の国際学会にて発表し（［学会発表②］、同
年度末に英文の報告書として刊行された
（［図書②］。 

 本研究の対象であるオマーン移民も、南
アジア系出稼ぎ移民も 1970 年以降オマー
ン社会に登場した人々である。にもかかわ
らず、オマーンにルーツをもつ前者はオマ
ーン国籍を付与されたのに対し、後者は国
籍法によってオマーン国籍は付与されず、
当人たちも申請するつもりはない。こうし
た「国民」と「外国人」という法的立場の
差が経済的格差として現れているが、外国
人である出稼ぎ移民側もただ能動的にオ
マーンの労働政策に翻弄されているばか
りではないことを本研究ではあきらかに
した。 

さらには、オマーン移民や南アジア系の出
稼ぎ移民など、移動の文化が作り上げるオ
マーンの生活世界について、申請者がこの
3 年間で実施したフィールドワークで遭遇
したさまざまな出来事から考察し、オマー
ン社会のコミュニケーションのあり方に
ついて描写した［図書①］。 
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